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ファシリテーター

早稲田大学理工学部卒、米国ペンシルバニア大学ウォートン校大
学院修了（MBA）。国内外の企業で事業開発や人材育成に携わっ
たあと、2008年にレゴ社のトレーニングを受けた認定トレーナー2名
で株式会社ロバート・ラスムセン・アンド・アソシエイツを設立。デン
マーク・レゴ社の開発した、”レゴ®・シリアスプレイ”という問題解決
技法を国内外で紹介している。同技法の理論を基に、コンサルタント
として、国内の通信システム会社、商社、シンクタンク、外資系エンジ
ニアリング会社等のビジョン、ミッション、チーム創りの支援を行う他、
大学や大学院等で公開セミナーを行い、学生の視点を広げ、対話
能力の向上に寄与している。

このワークショップで学べること
劇場や制作の仕事に活かせるスキルを体験していただきます！

・メタファーやストーリイメイキングという対話法により、お互いの意図をより効果的に知り合い、伝える
・チームが協力する、対話をするプロセスで、個々のアイデアがより広がり、深まる
・自らの内観を他者の視点を通して、再発見、再認識する

2014年 1月 8日 (水 ) – 10日 (金 )‖17時 – 21時
東京芸術劇場シンフォニースペース

主催：アーツカウンシル東京／東京芸術劇場（公益財団法人東京都歴史文化財団）

平成 25年度文化庁劇場・音楽堂等活性化事業




